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新年度のスタートです 

「時」に区切りをもうけた人間の知恵 
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釜
戸
・大
湫
地
区
高
齢
者 

交
通
・地
域
安
全
大
学
校
閉
校
式 

 

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
た
び
た
び
ニ
ュ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
75
歳
以
上
の
高
齢
運

転
者
に
よ
る
死
亡
事
故
は
、
75
歳
未
満
の
運
転

者
と
比
較
し
て
、
車
両
単
独
に
よ
る
事
故
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
工
作
物

衝
突
や
路
外
逸
脱
の
割
合
が
高
い
」（
内
閣
府
）。

ま
た
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
違
い
事

故
は
、
７５
歳
未
満
が
全
体
の
０
・
５
％
．
７５
歳

以
上
は
７
・
０
％
。 

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
減
ら
し
、
詐
欺
な
ど

の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
す
る
講
座
が
開
催

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
閉
校

式
が
３
月
１２
日
（
火
）
午

後
２
時
か
ら
釜
戸
小
学

校
に
お
い
て
お
こ
な
わ

れ
た
。 

雨
で
足
元
が
悪
い
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
湫

か
ら
２０
名
が
参
加
。 

第
２
部
で
は
、
岐
阜
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

生
演
奏
が
あ
り
、
朝
ド
ラ
で
お
馴
染
み
の
「
東

京
ブ
ギ
ウ
ギ
」
や
ア
ニ
メ
の
テ
ー
マ
曲
な
ど
の

演
奏
が
あ
り
子
ど
も
た
ち
も
ノ
リ
ノ
リ
で
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

高
齢
者
交
通
・ 

地
域
安
全
大
学
に
参
加
し
て 

 

 

多
治
見
警
察
署
開
催
の
「
釜
戸
・
大
湫
校
区
高
齢

者
交
通
・
地
域
安
全
大
学
校
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

平
成
１２
年
よ
り
管
内
３
市
の
持
回
り
で
、
小
学

校
区
ご
と
に
行
な
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
昨
年
は

土
岐
市
（
土
岐
津
校
区
）
で
今
年
度
は
瑞
浪
市
。

こ
の
地
区
の
令
和
４
年
度
の
交
通
事
故
に
よ

る
重
傷
者
１
人
、
軽
傷
者
９
人
、
そ
の
内
６５
才

以
上
の
高
齢
者
は
軽
傷
者
３
人
と
、
こ
の
校
区

の
交
通
事
故
が
多
か
っ
た
こ
と
が
開
設
の
理

由
で
し
た
。 

 

大
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
釜
戸
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
講
演
、
釜
戸
・
大
湫
地

区
の
交
差
点
な
ど
危
険
な
場
所
の
地
図
作
り
、

歩
行
者
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
安
全
な
道

路
の
横
断
方
法
な
ど
で
し
た
。
土
岐
自
動
車
学

校
、
多
治
見
自
動
車
学
校
な
ど
で
は
試
験
車
を

使
っ
た
安
全
運
転
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
講
習
を
受
け
て
、
高
齢
に
な
る
に

し
た
が
っ
て
咄
嗟
の
判
断
や
、
動
作
が
遅
れ
た

り
、
視
野
が
狭
く
な
っ
て
横
断
歩
道
で
の
交
通

事
故
に
繋
が
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
少
し
心
に
余
裕
を
持
っ
て
運

転
や
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
交
通
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
！ 

大
湫
長
寿
会 

渡
辺 

栄
二 
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２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度 

大
湫
消
防
団
員
の
紹
介 

第
３
分
団
第
５
部 

新
入
団
員
・
川
平 

晃
弘
（
西
区
） 

新
入
団
員
・
大
内
登
志
希
（
神
田
区
） 

部
長
・
長
谷
川
貴
司
（
神
田
区
） 

班
長
・
安
藤 

雅
人
（
北
区
） 

班
長
・
松
浦 

貴
秀
（
北
区
） 

団
員
・
長
谷
川
正
文
（
土
岐
町
） 

団
員
・
小
栗 

康
彦
（
西
区
） 

団
員
・
桐
井 

伸
嘉
（
神
田
区
） 

団
員
・
纐
纈 

博
紀
（
神
田
区
） 

団
員
・
秋
山 

佳
吾
（
北
区
） 

団
員
・
三
戸 

啓
介
（
神
田
区
） 

団
員
・
加

藤 

元
（
北
区
） 

団
員
・
足

立 

寛
（
足
又
区
） 

団
員
・
田

村 

啓
（
北
区
） 

団
本
部
員
・
奥
村 

洋
（
西
区
） 

災
害
支
援
団
員
・
安
田 

清
和
（
神
田
区
） 

災
害
支
援
団
員
・
足
立 

貴
一
（
足
又
区
） 

団
員
挨
拶 

本
年
度
も
部
長
を
務
め
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。
団
員
の
方
と
協
力
し
な
が
ら

し
っ
か
り
活
動
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

部
長
・
長
谷
川
貴
司 

出
番
の
無
い
平
穏
な
大
湫
町
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。 

班
長
・
安
藤 

雅
人 

 

町
の
防
災
に
微
力
な
が
ら
力
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。 

団
員
・
秋
山 

佳
吾 

 

大
湫
の
安
心
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。 

団
員
・
三
戸 

啓
介 

 

出
番
の
無
い
事
を
願
い
つ
つ
、
非
常
時
に
は

皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
務
め
て
参
り
ま

す
。 

団
員
・
足
立 

寛 
 

消
防
団
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
と
思
い

ま
す
が
、
地
域
の
一
助
と
な
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

団
員
・
田
村 

啓 
 

今
年
か
ら
入
団
す
る
こ
と
に
な
っ
た
川
平

で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
皆
さ
ん
と

よ
り
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

新
入
団
員
・
川
平 

晃
弘  

地
域
の
防
火･

防
災
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

３
月
は
旅
立
ち
の
月
。
教
育
制
度
に
よ
り
区
切
ら

れ
た
一
つ
に
別
れ
を
つ
げ
、
新
た
な
区
切
り
に
臨
む

月
で
す
。
大
湫
在
住
で
本
年
、
高
等
学
校
・
中
学
校

を
巣
立
つ
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
昇
順
） 

高
等
学
校
卒
業 

足
立 

幸
咲

さ

き 

さ
ん
（
足
又
区
） 

板
橋 

茉
里
香

ま

り

か 

さ
ん
（
神
田
区
） 

小
栗 

空 そ
ら 

さ
ん
（
北
区
） 

 

小
出 

ゆ
い 

さ
ん
（
神
田
区
） 

寺
倉 

未
夕
伽

み

ゆ

か 

さ
ん
（
神
田
区
） 

渡
辺 

朝
陽

あ

さ

ひ 

さ
ん
（
神
田
区
） 

 

中
学
校
卒
業 

渡
辺 

千
花

ち

は

な 

さ
ん
（
神
田
区
） 
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胡
弓
（二
胡
）
で
ブ
ギ
？ 

 

三
月
の
〝
ひ
よ
も
〟
は
、
お
雛
祭
り
で
し
た
。

五
人
囃
子
の
演
奏
は
、
変
わ
り
雛
の
ご
と
く
民
族

衣
装
を
身
に
付
け
ら
れ
た
民
生
委
員
副
委
員
長
の

足
立
健
二
さ
ん
の
二
胡
の
演
奏
会
で
し
た
。 

演
奏
の
前
に
、
三
月
恒
例
の
「
花
は
咲
く
」
を
歌

い
、
楽
器
（
胡
弓
）
の
説
明
で
始
ま
り
ま
し
た
。
一

曲
目
は
胡
弓
で
ま
さ
か
の
「
東
京
ブ
ギ
ウ
ギ
」
で
し

た
。
ブ
ギ
の
リ
ズ
ム
に
の
り
、
聞
き
終
え
た
後
は
、

（
ど
の
演
奏
の
合
間
に
も
エ
ピ
ソ
ー
ド
話
が
入
り
）

笠
置
シ
ヅ
子
さ
ん
の
愛
娘
が
吉
本
興
業
の
四
男
さ

ん
と
の
子

だ

っ

た

り
、
ド
ジ

ャ
ー
ス
の

大
谷
翔
平

さ
ん
の
結

婚
相
手
が

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

選
手
の
田
中
真
美
子
さ
ん
だ
っ
た
り
の
目
新
し
い

解
説
も
入
り
交
じ
り
、
目
も
耳
も
そ
し
て
、
心

も
堪
能
で
き
ま
し
た
。 

 

最
後
は
合
奏
で 

最
後
に
、
こ
ち
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲
「
楽
し
い

雛
祭
り
」
を
一
緒
に
演
奏
で
き
、
参
加
型
の
演
奏

会
も
楽
し
む
事
が
で
き
ま
し
た
。 

参
加
し
た
方
の
一
言
。「
す
ば
ら
し
い
演
奏
で
感

動
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
町
民
の
多
く
の
方
と
、

一
緒
に
又
聞
き
た
い
」
と
。 

大
竹 

悦
子 

家庭菜園に役立つ４月の農作業 

４月の農作業について板橋仁晃さんに、心得をお聞きした。 
今月の中旬に入ると、夏野菜のポット苗がスーパーなどに出回る。それは市内

向けだし、販売のため促成されているから、大湫で使うには少し時期が早い。毎
年、品種や定植、種まきの時期を記録することに努めている。だが、今年は季節
の変動が大きく寒暖差が大きいので、難しい。草花を見て「桜が咲いたから○○
をする」というように農作業に活かすことを親から教わった。これは大事だと思
う。 
中旬はキャベツ、ブロッコリー、ネギなどの定植。キュウリは加温して種まき

する。ピーマンやトマトなど夏野菜は、黒マルチをして地温を上げるようにし、
苗をしっかり育てることがよい収穫につながる。 
ホウ素入り化成肥料を使う。根を元気にし、養分の吸収を助け、日照不足など

の植物のストレスを緩和すると言われているから。これで葉が黄変するのが防げ
るかな。 

足立健二さんの二胡演奏 

「楽しいひな祭り」を一緒に演奏

奏 
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夢
づ
く
り
交
付
金
事
業 

問
屋
場
跡
の
公
園
を
整
備 

 

３
月
３
日
（
日
）
最
終
整
備
の
た
め
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
２５
名
に
よ
り
、
問
屋
場
跡
の
公
園
が

整
備
さ
れ
、
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
瑞

浪
市
の
「
夢
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
と
し
て
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

問
屋
場
と
は
宿
役
人
（
問
屋
役
・
年
寄
役
・

帳
付
役
・
人
馬
指
示
役
な
ど
）
の
詰
め
所
。 

こ
の
跡
地
は
以
前
か
ら
公
園
と
し
て
、
大
湫
宿

を
訪
れ
た
人
々
の
休
憩
場
所
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

こ
の
場
所

を
整
備
し
、

休
憩
場
所
と

し
て
見
違
え

る
よ
う
な
公

園
と
な
り
ま

し
た
。 

こ
こ
は

白
山
神
社
の

境
内
に
続
く

参
詣
道
の
横

に
あ
り
、
春

に
は
ド
ウ
ダ

ン
ツ
ツ
ジ
が

咲
き
、
秋
に

は
白
山
神
社

の
「
お
葉
付

き
イ
チ
ョ
ウ
」
が
黄
色
に
色
づ
き
，
イ
チ
ョ
ウ

の
落
ち
葉
が
付
近
一
帯
を
黄
色
に
染
め
る
場

所
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。 

町内一斉に「春季奉仕作業」を実施 
３月 10日（日）、ボランティア活動で町内の環境整備をおこないまし

た。作業は立ち枯れた樹木の伐採や側溝に入り込んだ落ち葉の除去。 

この奉仕作業は全町民が参加する「行事」。チェンソー、ノコギリ、

ナタや草刈り機を軽トラに積んで参集します。この朝、８時から開始さ

れ、町内のあちこちでチェンソーやブロワーの音が響きました。 

近年「松枯れ」も多く、道路側に倒れそうなものも少なくありませ

ん。通行中の車に枯れ枝が落下することを未然に防ぐ目的です。年 2回

の奉仕作業で通行の安全を図ります。里山の環境を守り、町民が安心安

全に暮らせる重要な作業です。 
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「弘法さま まつり」のご案内 

 場所：大湫観音堂 

期日：令和６年 4月２１日（日） 

時間：午前 10：３０～１１：３０ 

昔から大湫観音堂に祀られている弘法大師様のご命日が 21日で 

あることから、当時のご婦人たちが『弘法講』として毎年、この時期に 

一重を持ち寄ってみんなで供養する集まりでした。近年は、人少のため 

それもままならなくなって来ています。 

ささやかな、弘法大師さまへの供養のためのおまつりです。 

みなさま、お気軽にお越しください。お待ちしています。 

弘法講世話役 

 

「大
湫
観
音
堂
」 

初
期
の
観
音
堂
の
本
尊
は
伝
教
大
師
の
作
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

大
湫
宿
の
守
り
仏
で
あ
り
、
通
行
の
武
士
や

旅
人
か
ら
篤
い
信
仰
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
特

に
足
の
病
気
に
ご
加
護
が
あ
ら
た
か
と
さ
れ
る

聖
観
世
音
菩
薩
像
で
し
た
。 

当
初
こ
の
観
音
菩
薩
像
は
神
明
神
社
の
大
杉

（
倒
伏
前
）
の
根
元
に
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

１
７
２
１
年
に
現
在
地
に
観
音
堂
が
建
立
（
現

在
の
観
音
堂
は
１
８
４
７
年
の
再
建
）
さ
れ
、
ご

本
尊
と
３３
体
の
観
音
像
が
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
盛
大
な
入
仏
式
が
執
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。 観

音
堂
の
格
子
天
井
に
は
、
三
尾
暁
峰
（
現
中

津
川
市
生
ま
れ
）
作
の
花
鳥
草
木
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。 

『
中
山
道
大
湫
宿
史 

ふ
る
さ
と
大
湫
百
話
』・

「
大
湫
町
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
」
よ
り 

 

「クテの市」 
今年もはじめますご利用ください 

4月 1４日（日）から 

毎週日曜日・木曜日の 9時～15時 
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大湫公民館大規模改修 
工事開始は 6月頃からか 

 

大湫公民館は老朽化による不具合や、使い勝手の悪さがあり利用される皆さんに、ご迷

惑をおかけしてきました。従来から，改修と改装をお願い

してきました。この要望に応えていただき、2024（令和

６）年度の市予算で大規模な改修が実現する運びとなり

ました。おおいに期待ができるとおもわれます。 

一方で、大規模であるがため、長期にわたり公民館利用

の皆さんに、ご迷惑をおかけすることになります。 

工事日程の詳細は、未定ですが、確定次第お知らせいた

します。 

【おわびとお願い】 

大湫公民館 

広報「大湫」２月号に誌面の都合によりお寄せいただいた下記文章を全文掲載で

きませんでした。 

削除箇所が多く思いが伝わらないとのご意見がありましたので、時間が経過しま

したが、全文を掲載いたします。なお、重ねてのお願いですが、編集の都合により、

ご寄稿いただいた文章は全文掲載ができないことがあります。また、見だしを付け

たり、趣旨を変えないようにしつつ変更をすることがあります。ご了承下さい。 

 

【訂正とお詫び】 

３月号 P6 小倉絆生さんのお名前が間違っていました。 

訂正しお詫びいたします。 

広報『大湫』編集委員会 
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□丸森の企画□ 

・桃の節句の展示は４月３日まで。４月

10 日（水）からは、大湫宿を描いた水

彩画を展示します。作者は釜戸町在住

の仙石利哉さん。 

・コロナ前まで実施していました『梅昆

布茶』のサービスを再開します。 

□丸森研修会を実施しました□ 

・研修は 2 月 29 日(木)の閏日。岡崎の

大樹寺、東海道 35 番目の御油宿(豊川

市)を訪ねました。 

大樹寺では地元の小学 6 年生の生徒さ

んからのサプライズがありました。ポ

イントの場所でクイズや劇を交えての

説明。とても分かりやすく、よい印象を

受けました。 

【来場者数】 

 

 

 

 

御油宿では江戸時代から続く美しい松

東海道の御油宿の松並木は美しく、江

戸時代から現代まで伝えている姿に感

動。松並木資料館も見学しました。 

 

  町 外 町 内 
合 計 

（内） 

外国関係 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

2 月度 207 人  121 人 72 人  10 人 410 人 18 人 

3/18 日迄 196 人 12 人 69 人 8 人 285 人 21 人 

 R5,4 月～ 6,979 人 オープン～ 54,638 人 前年同月比 51％ 

 

2024（令和 6）年 4月 

月 

丸森だより 

丸森職員を募集します 
◇施 設 長 ◇勤務◇1日～2日/週 ◇給与☆固定給（詳細は別途） 

◇臨時職員 ◇勤務◇4日～5日/月 ◇給与☆時 給（詳細は別途） 

＊勤務時間：いずれも 8：45～17：15  休憩 1時間 

大
樹
寺
に
て
小
学
生
か
ら 

説
明
を
聞
く 

東
海
道

３５

番
目
の
御
油
宿

の
松
並
木
。
往
時
の
街
道
の

面
影
を
残
す 



 

H 

M 

K 
K 

N 

K 

T 
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大湫公民館 
ロビー紹介 

こどもの日作品展示 

こども達が森の素材を使って 

作る 5月飾りの作品を公民館 

ロビーに展示します！ 

是非遊びに来てくださいね！ 

４月中旬頃から 

５月２日（木）まで展示予定 

集まろう会からのお知らせ 

今年度も第 1、第３土曜日の 
9：30～11：00に太鼓の練習をします。 
4月は 6日と 2７日の予定です。 
 
太鼓の練習の後に 5 月 5 日の端午の節句用
に折り紙で作品を作りましょう。 

3月の展示「お雛様」 

こども達の作ったお雛様を展
示しました。たくさんの方に
見ていただきました。 
ありがとうございました。 

元瑞浪市退職公務員連盟瑞浪 

支部長 故 厚見正紀先生の遺作 

「里祭りの朝」版画絵 

生前よく大湫を訪れ、神社、街並み

の風景を描いてみえました。 

去る 3月 19日、奥様が来訪され、

遺作の版画絵を公民館へ寄贈して

いただきました。 

見本作品 
制作：のんこさん 
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権
利
を
重
視
し
た
災
害
対
応 

 

「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
。
こ
の
言
葉
を
私
は
知

ら
な
か
っ
た
。 

能
登
半
島
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
、
ま
も

な
く
３
か
月
が
経
過
す
る
。
だ
が
、
避
難
所
に

身
を
置
い
て
い
る
人
は
少
な
く
な
い
。 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
１
９
９
５
年
）
以
後

も
震
度
７
を
超
え
る
地
震
は
た
び
た
び
発
生
。 

地
震
だ
け
で
な
く
、
風
水
害
に
よ
る
被
災
に

よ
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
被
災
地
の
光
景
を
目

に
す
る
。
体
育
館
な
ど
の
広
い
空
間
へ
の
避
難
。

寒
々
と
し
た
場
所
。
そ
し
て
雑
魚
寝
状
態
。
快

適
さ
は
み
じ
ん
も
な
く
、
段
ボ
ー
ル
の
衝
立
で

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
て
い
る
と
は
と

う
て
い
思
え
な
い
。 

避
難
所
の
多
く
は
市
や
町
な
ど
の
行
政
が

用
意
す
る
が
、
自
主
避
難
所
も
あ
る
。
能
登
半

島
地
震
で
の
避
難
者
の
ピ
ー
ク
は
３
万
人
を

越
え
、
３
月
中
旬
に
お
い
て
も
９
７
６
０
人
だ

と
い
う
（
「
読
売
新
聞
」
３
月

12

日
）。 

災
害
の
た
び
に
見
る
過
酷
な
光
景
で
も
、
私

自
身
の
ど
こ
か
で
、
各
自
が
工
夫
し
て
艱
難
辛

苦
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
節
が
あ
る
。
「
我
慢
が
当
た

り
前
」「
非
常
事
態
だ
か
ら
」
と
。 

だ
が
、「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
を
知
っ
た
と
き
、

目
か
ら
鱗
の
思
い
だ
っ

た
。
こ
の
基
本
理
念
は
、

災
害
や
紛
争
の
影
響
を

受
け
た
人
々
に
も
、
尊

厳
あ
る
生
活
を
営
み
、

支
援
を
受
け
る
権
利
が

あ
る
と
す
る
。 

具
体
的
に
は
「
給
水
、

衛
生
お
よ
び
衛
生
促
進

の
項
目
」
で
は
飲
料
水

と
衛
生
的
な
生
活
に
必
要
な
水
の
平
均
量
を

「
一
人
一
日
最
低
５
㍑
」、「
蛇
口
１
つ
に
つ
き

２
５
０
人
」
を
最
大
利
用
者
数
と
し
て
い
る
。 

ト
イ
レ
は
、

20

人
に
つ
き
最
低
１
つ
設
置

し
、
男
性
用
１
に
対
し
、
女
性
用
は
３
が
基
準

だ
。 イ

タ
リ
ア
の
災
害
対
応 

イ
タ
リ
ア
の
災
害
時
対
応
の
報
告
が
あ
る

（
榛
沢
和
彦
・
新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
統
合

研
究
科
特
任
教
授
）
。「
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
は
、

移
動
の
コ
ン
テ
ナ
式
で
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て

清
潔
」
に
保
た
れ
て
い
る
。「
食
堂
も
、
巨
大
テ

ン
ト
で
，
キ
ッ
チ
ン
コ
ン
テ
ナ
で
調
理
し
た
ば

か
り
の
料
理
」
が
食
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
可
能

に
す
る
の
は
「
イ
タ
リ
ア
で
は
全
人
口
の
０
・

５
％
に
あ
た
る
人
た
ち
に
必
要
な
テ
ン
ト
や

キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ
、
ベ
ッ
ド
を
備
蓄
」
。 

災
害
対
応
の
「
指
令
を
受
け
る
の
は
，
被
災

し
た
自
治
体
の
市
民
保
護
局
で
は
な
く
、
そ
の

周
辺
で
被
害
を
ま
ぬ
が
れ
た
自
治
体
の
市
民

保
護
局
」
。
常
設
の
災
害
対
策
の
国
家
機
構
「
市

民
保
護
庁
」
が
あ
る
。
国
が
示
す
避
難
所
の
基

準
を
満
た
せ
な
い
自
治
体
に
罰
則
を
科
す
法

律
が
あ
る
。 

災
害
の
多
い
日
本
で
こ
そ
、
国
家
機
構
の
災

害
対
応
の
組
織
が
必
要
だ
。「
国
民
の
安
全
・
安

心
」
を
標
榜
す
る
の
な
ら
、
外
国
の
脅
威
に
備

え
た
武
器
の
購
入
や
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
税
金

を
投
入
す
る
よ
り
も
、
現
に
多
数
の
国
民
が
亡

く
な
る
災
害
対
応
が
急
が
れ
る
と
思
う
の
は

私
だ
け
だ
ろ
う
か
。 

文
責 

長
谷
川 

明 

『読売新聞』2024/3/12 
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大湫公民館・大湫町コミュニティ推進協議会からのお知らせ 

 

 リ・アップ “ひよも”  

《４月のひよもの活動》 

お花見と「読み聞かせ」「歌・折り紙」（瑞浪市図書館） 

日 時：4月 3 日（水）10:00～11:00（予定) 

場 所：お休み処・公民館講堂 

 大湫宿お休み処 ４月１４日（日）オープンします 
４月の営業日  
２１日(日) ２８日（日） 

※当日（お急ぎ）の予約は、丸森（0572-63-2455）へ 

お願いします。 

 

      
オススメ!! 大湫分室の本 

『味噌、酒粕』    有元葉子/著 家の光協会/出版 

  毎日の食事に欠かせない味噌や酒粕の美味しさは、日本人 

 だけのご褒美。いろいろなアレンジで楽しみましょう！ 

２月の大湫分室 貸出人数：１２人 貸出冊数：１７冊 

 デマンド交通 

２月利用者（大湫～日吉東部） 

19便 延   25 名（稼働率  16.7％） 

 

『うつわの大中小展』 大きさから、やきものを解剖する 

日時 ： ３月１６日（土）～５月２６日（日） 

場所 ： 岐阜県現代陶芸美術館 ギャラリーⅠ 

没後 160年記念三代歌川豊国「人物と街道を描く」 

日時 ： ４月４日（木）～６月１６日（日） 

場所 ： 中仙道広重美術館 

上記の招待券あります。１枚２名まで入場が出来ます。公民館までどうぞ 

 青色回転灯防犯パトロール 

４月のパトロール予定者 

上旬：桐井 賢次・柘植 巧  下旬：河端 聖哉・三浦 信之 

 

 

 

古民家カフェ橘  3月 23日(土)よりオープンします 

皆さん、たくさん利用し

て下さい。 
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会
長
日
記 

 
三
日
は
令
和
５
年
度
夢
づ
く
り
地
域
交
付
金
事
業
に
て
問
屋
場

跡
公
園
再
整
備
を
進
め
て
来
ま
し
た
が
、
完
成
ま
で
に
は
多
く
の
町

民
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

積
極
的
に
利
用
・
活
用
し
て
下
さ
い
。 

七
日
は
柏
屋
の
新
所
有
者
加
納
氏
（
瑞
浪
）
が
挨
拶
に
来
ら
れ
ま

し
た
、
柏
屋
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
民
泊
を
検
討
中
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
れ
で
大
湫
に
は
２
軒
の
宿
泊
施
設
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な

り
、
大
湫
観
光
の
新
ス
タ
イ
ル
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

十
五
日
は
大
湫
景
観
協
議
会
が
出
来
て
７
年
、
皆
さ
ん
と
検
討
・

協
議
を
重
ね
大
湫
町
景
観
基
準
計
画
書
（
案
）
が
出
来
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
・
大
杉
の
倒
伏
な
ど
で
活
動
は
休
止
状
態
で
し
た
が
再
開
し

ま
し
た
。
大
湫
宿
の
保
存
・
維
持
の
必
要
性
は
皆
さ
ん
ご
理
解
頂
い

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
ま
と
め
ま
し
て
市
に
景
観

重
点
区
域
指
定
の
申
請
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

新
年
度
の
四
月
か
ら
は
区
長
会
長
を
纐
纈
富
久
さ
ん
に
交
替
致

し
ま
す
。
区
長
会
長
と
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ミ
会

長
と
し
て
は
残
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

加
藤 

 

3
月
1
日 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

3
日 

春
の
火
災
予
防
運
動 

6
日 

公
民
館
・
丸
森
運
営
会
議 

7
日 

柏
屋
の
新
所
有
者
（
加
納
氏
）
挨
拶 

10
日 

春
季
奉
仕
作
業 

12
日 

交
通
安
全
大
学
校
閉
校
式 

 

13
日 

大
湫
町
民
ゴ
ル
フ
大
会 

15
日 

第
6
回
地
域
公
共
交
通
審
議
会 

 
 

景
観
重
点
地
域
指
定
に
向
け
て
の
振
り
返
り 

17
日 

神
明
神
社
祈
年
祭
・
雄
白
稲
荷
神
社
初
午
祭 

22
日 

釜
戸
・
大
湫
町
民
ゴ
ル
フ
大
会  

25
日 

釜
戸
小
学
校
卒
業
式 

27
日 

丸
森
会
議 

28
日 

第
6
回
連
合
自
治
会
・
懇
親
会 

29
日 

長
寿
会
総
会 

31
日 

消
防
入
隊
団
式 



２９ ２８ ２５ ２１ １９ １８ １７ １５ １４ １０ ９ ８ １ 日 
令
和
六
（
２
０
２
４
）
年
四
月
行
事
予
定 

月 日 木 日 金 木 水 月 日 水 火 月 月 曜 

祝
日
（
昭
和
の
日
） 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査 

広
報
委
員
会 

大
湫
町
民
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会 

 

    

大
湫
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
総
会 

結
核
検
診 

狂
犬
病
予
防
接
種 

女
性
代
表
と
語
る
会 

新
旧
区
長
・
組
長
会
議 

「
ク
テ
の
市
」
開
始
日 

神
明
大
杉
遺
伝
子
保
存
記
念
植
樹 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会
（
市
長
出
席
） 

 

竜
吟
幼
児
園
入
園
式 

市
内
小
中
学
校
入
学
式 

財
産
区
全
員
協
議
会 

予

定 

不燃ゴミ：４ /４（木）   資源ゴミ：４／１７（水） 

 

令和６年（2024 年）「春の全国交通安全運動」が実施されます。運動期間は、4

月 6 日（土）から 4 月 15 日（月）までの 10 日

間。新学期の始まりとともに通学路になれぬ小学

新一年生や自転車通学の新中･高一年生が道路に出

ます。彼らの安全確保に気をつけましょう。 

 

編
集
後
記 

  

三
寒
四
温
の
昨
今
で
す

が
、
確
実
に
日
が
長
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
令
和
六
年
度
、

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

新
し
い
出
会
い
と
、
メ
ン
バ

ー
で
新
風
が
吹
い
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

D 
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